
                                 

                          

 

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
の
年
回
忌
の
ご
案
内
で
す
。 

ご
縁
有
る
方
の
回
忌
法
要
の
確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

回
忌
の
数
え
方
は
少
し
複
雑
で
す
。 

一
周
忌
は
一
年
後
に
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
三
回
忌
は
二

年
後
、
七
回
忌
は
六
年
後
と
一
年
ず
つ
前
に
行
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
以
前
の
よ
う
に
親
族
一
同
介
し
て
の

回
忌
法
要
の
実
施
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
親
戚
縁

者
が
遠
方
に
お
住
ま
い
の
た
め
ご
家
族
だ
け
で
回
忌
法
要
を

さ
れ
た
り
、
時
期
を
ず
ら
し
た
り
、
何
人
か
の
回
忌
法
要
を

合
わ
せ
て
執
り
行
っ
た
り
と
ご
家
庭
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

回
忌
の
お
迎
え
の
仕
方
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
日
付
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
ご
遺
族
皆
様
に
一
番
良
い
形
で
お
迎
え
で
き
る

よ
う
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

故
人
に
思
い
を
馳
せ
、
今
あ
る
我
が
身
を
振
り
返
る
場
と

し
て
大
切
に
お
迎
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

今
月
の
こ
と
ば 

 

 
 

二 

月 

同 

朋 

会 

休

止

し

ま

す 
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の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
二
月
の
同
朋
会
を
休

止
い
た
し
ま
す
。
寒
い
時
期
で

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。
三
月
に
つ
い
て
は
来
月

号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

  

一 

周 

忌 

令
和  

三  

年
（
２
０
２
１
年
） 

三  

回
忌 

令
和  

二  

年
（
２
０
２
０
年
） 

七  

回
忌 

平
成
二
十
八
年
（
２
０
１
６
年
） 

十
三
回
忌 

平
成
二
十
二
年
（
２
０
１
０
年
） 

十
七
回
忌 

平
成 

十
八 

年
（
２
０
０
６
年
） 

二
十
三
回
忌 

平
成 

十
二 

年
（
２
０
０
０
年
） 

二
十
七
回
忌 

平
成  

八  

年
（
１
９
９
６
年
） 

三
十
三
回
忌 

平
成  

二  

年
（
１
９
９
０
年
） 

三
十
七
回
忌 

昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
年
） 

五
十
回
忌 

昭
和
四
十
八
年
（
１
９
７
３
年
） 

 

童
謡
『
ふ
る
さ
と
』
よ
り
。 

ふ
る
さ
と
を
思
う
時
、
誰
と
ど
ん
な

時
を
す
ご
し
た
の
か
が
浮
か
び
ま
す
。 

思
い
を
馳
せ
れ
ば
帰
れ
る
場
所
が
あ

る
、
訪
ね
て
い
け
る
人
が
い
る
。
だ
か

ら
安
心
し
て
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

 

 

 

境内の花々 

『徳泉寺報』後記 我が家の毎年
恒例「今年の漢字」。住職は「即」。
後回しにしてできないままになってい
ることのいかに多いことか。今年は素
早く動きたいものです。坊守（ぼうも
り）は「澄」。耳を澄まして身を澄ま
して、相手の思いをそのまま受け取れ
るよう心を保ちたいと思います。 

    

 

       

早咲きの紅梅一輪 


